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多機関・多職種連携・協働による支援体制を目指して 

～「かづの多職種連携を進める会」の取組み～ 

 

 平成２９年５月に市町村における包括的な支援体制を整備することが定められた

社会福祉法の一部改正法が成立し、平成３０年４月から施行されることとなりました。

特に複合的な課題や制度の狭間の問題に対しては、多機関・多職種で連携・協働しな

がら支援していくことが必要となります。 

 鹿角市では、こうした国の動きに先がけ、包括的な支援体制の実現に向けて、医療・

介護・福祉等の関係機関との横断的な連携体制を構築することを目的に、「かづの多

職種連携を進める会」を立ち上げ、各種専門職による顔の見える関係づくりを進めて

います。 

 

❏ 「かづの多職種連携を進める会」の概要 

 【 設 立 】 平成２６年５月 

 【 定例会 】 ２か月ごとに開催。介護支援専門員・通所系・訪問系・グループ

ホームの各連絡会からの専門職と、弁護士、歯科医師、薬剤師、

看護師、行政等が参画して情報交換を行うほか、勉強会のテーマ

等を企画・検討している。 

 【 勉強会 】 ２か月ごとに開催。市内の医療関係者や介護保険事業所、医師

会、歯科医師会、薬剤師会、社会福祉協議会、地域包括支援セン

ター、行政等に広く呼びかけ、テーマに基づいて研鑽する機会と

している。 

 【 事務局 】 有志・行政・地域包括支援センター 
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❏ 立ち上げの経緯 

  きっかけは、市内の施設で利用者の歯科検診を行っていた歯科医師から地域包

括支援センターの主任介護支援専門員に寄せられた「障害のある方に対して、医

療の立場で何か支援できることはないか。医療の可能性を知りたい。」という相談

であった。 

  ひとりの人を支えるためには、各専門職が単独で動くのではなく、関係者がつ

ながる必要性を感じたことから、主任介護支援専門員が意欲のある方へ個別に声

かけし、平成２６年５月に少人数でスタートした。 

  その頃、鹿角市では地域包括ケアシステムの構築を進めており、中でも医療・

介護・福祉の連携が課題とされていた。 

 

かづの多職種連携を進める会イメージ図 

会議･組織 参加者 取り組み 目的 留意点 

全体会 誰でも 

仕事紹介 
他職種の仕事を知る 

◆ 全体会が盛り上がること 

が一番大事 

◆ 全体会の中で顔の見え 

る関係ができることが大事 

他職種に仕事を知ってもらう 

ワールドカフェ 他職種と知り合う 

事例紹介・事例検討 他職種と連携する練習 

講演会 更に広い知識を得る 

定例会 
各職種 

より 

２～３名 

全体会の企画・運営 
多職種で求めるものを形にする 

◆ 定例会メンバーが、やりた

いことを出し合う 
進める会の活動に関する企画・運営 

事務局 有志・行政 進める会の要としての企画・運営 なんでも考える ◆ 行政と一緒になった活動 

 

 

❐ 取組みの成果 

  スタート当初は、各専門職が課題、悩み、鹿角市をどうしていきたいかなどの

思いを出し合い、そこから地域の社会資源を把握するため、参加者で確認しなが

らマップに落とし込み、資源の“見える化”に取り組んだ。 
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  次に、各専門職の業務内容を理解するための勉強会を行った。例えば、ホーム

ヘルパーの業務について、何でも屋だと思っていたが、実際には身体介護や 

生活援助において「できること・できな

いこと」があるなど、多様な職種の理解

促進につながった。勉強会では一方的な

説明ではなく、ワールドカフェ方式で職

種ごとのグループをつくり、双方向で理

解できるよう工夫したことで、各専門職

による自宅訪問の条件や根拠、手続き方

法などの理解につながったほか、退院後

の生活支援についても、どこに相談すべ

きかが明確になり、横のつながりを構築

することができた。 

 

 

  また、実際の困難ケース等を通じて、各専門職は何ができるのかを確認し合

い、互いの守備範囲の理解につながった。介護保険事業者の場合は、どうしても

介護保険制度の中で解決しようとする傾向があったが、地域の社会資源を活用す

る視点を認識し、共有化することができた。 

  平成２６年９月、鹿角市に法テラスが設置されたことで、法律の専門家との連

携が可能となり、親族がいないケースなどに適切に対応することができ、互いの

専門分野を生かした連携・協働の支援体制ができた。 

 

勉強会の様子 

高齢者生活支援サービス一覧 
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❐ 課題 

  鹿角市では医師や看護師等の人材不足

が顕著であり、そのため在宅での看取り

が難しく、結果的に救急搬送せざるを得

ない状況が生じている。こうした状況を

踏まえ、地域で何ができるか、専門職に

何ができるかを考えていく必要があるも

のの、すべての専門職が連携できている

わけではない。そのため、地域の多くの 

専門多職種がスムーズにつながる仕組みなど、地域にないものを作り上げていく

ことが課題となっている。 

 

❐ 今後の展望 

  事務局では、元岩手県沢内村の増田医師の取組みを参考に、地域で起こったこ

とは地域で解決することを基本として、障害や病気があってもその人らしい生き

方を支えるため、医療・介護・福祉などの各分野が縦割りで支援するのではな

く、各関係機関・専門職に何ができるかを考え、チームで支えることが必要だと

捉えている。 

  鹿角市で暮らし続ける方を支えてい

くためには、その方の加齢・健康状態

等や生活環境の変化に応じて必要な関

係機関がつながり、多職種連携のチー

ムによる支援体制の強化を進め、会の

目的である「高齢者が、自宅等の住み

慣れた生活の場において、自分らしい

暮らしを人生の最後まで続けられるよ 

う、地域における医療・介護・福祉・保健の関係者（関係機関）が連携して包括

的かつ継続的なサービスの提供を行うこと」を目指していきたいと考えている。 

 

 なお、平成２９年１２月１２日には、厚生労働省から「社会福祉法に基づく市町

村における包括的な支援体制の整備に関する指針」が告示され、複合的で複雑な課

題や制度の狭間にある課題等については、関係機関等による支援チームを編成し、

協働して支援する必要性が示されました。 

 今後、県や市町村では施策の具体化に向けた動きが見込まれることから、トータ

ルケアに関わる私達には、地域福祉の推進に向けて関係施策との連携・強化が求め

られます。 

 

成年後見制度に関する勉強会 

 

シルバーリハビリ体操の体験 


